





































































































































































































表２ 具体的記述ができたかどうか別対象の多面的理解 （％） n＝８２
Χ２検定：＊ｐ＜．０５
表３ 同場面に遭遇した時の対処理解別今後のプロセスレコードの活用（％） n＝８２
項目 活用したいと思う 活用したいと思わない 検定
対処理解できた ９４．７ ５．３
＊
対処理解できなかった ７１．４ ２８．６
Χ２検定：＊ｐ＜．０５
８）プロセスレコードの具体的記述ができたかどうか別対象の多面的理解（表２）
プロセスレコードの具体的記述ができたかどうか別に、学びの内容についてχ２
検定を行った。対象の多面的理解について有意差が得られたので表２に示した。
具体的記述ができた学生のうち対象の多面的理解ができたと答えた者は８５．５％で、
具体的記述ができなかったと答えた学生の６６．７％より有意に高かった（p＜．０５）。
９）同場面に遭遇した時の対処理解別、今後のプロセスレコードの活用（表３）
学びの内容によって、今後プロセスレコードを活用したいかについてχ２検定を
行った。同場面に遭遇した時の対処理解について有意差が得られたので表３に示し
た。
同場面に遭遇した時の対処理解ができた学生のうち、今後プロセスレコードを活
用したいと答えた者は９４．７％で、対処理解ができなかったと答えた学生の７１．４％よ
り有意に高かった（p＜．０５）。
Ⅳ 考察
１．プロセスレコード内容の分析
学生がプロセスレコードで再構成した場面では、学生は相手に興味を持ち積極的に
関わろうとする思いがあった。しかし関わりはうまくいかなかったことが強く印象に
残り、自分の対応が悪かったと認識していた。さらに同じ失敗を繰り返したくない、
次に同じ場面に遭遇したらうまく対処したいと考えていた。
大池らの看護学生を対象にした研究４）では、つまずき場面のプロセスレコード内容
で多かった特徴として「病気・生活・死生観などに関する話題」「学生自身の言動を
中心としたつまずき」等をあげていた。学生は深刻な話題でなにを言うべきかという
迷いを感じ、そこで重要になってくることが教員の事後指導であるとしていた。今回
の結果からも、うまくいかなかった関わりに対する学生の戸惑いや迷いの気持ちがう
かがえた。そこで、プロセスレコードを活用することによって、学生自身の自己洞察
プロセスレコードによる学生の学び～対人関係間の相互作用に関する記述から～（河合・橋本）
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に留まらず、教員側にとっても学生のコミュニケーション場面を具体的に把握する機
会を得ることになり、学生の体験的学びや教育指導のあり方へつなげていく教材とな
りうると考える。
自由記述結果からは、自分自身の行動傾向として、「馴れ馴れしすぎる」や、「怒ら
れた相手を避ける」等、自ら気づきを得ていた。これは、対人援助としての職業人を
形成するための自己成長に結び付けられやすいのではないかと考える。
２．プロセスレコードの有意義な活用
今回の結果では、プロセスレコードを具体的に記述した人の方が対象を多面的に理
解できたと感じていた。このことから教材としてプロセスレコードを活用するときに
は、具体的にかつ詳細に書くことがより理解を深めることにつながると考える。緒方
の研究５）からは、「他の人が読んでもその情景が浮かぶように書いた」という点や「指
導者が見るものではあるが、自分の気持ちを素直に書いた」という意見はグループ
ワークやスーパービジョンに役立つことが明らかになっていた。
そこでプロセスレコードを有意義に活用するためには、学生に対し実習前のプロセ
スレコードの書き方や活用のしかたについての導入指導が必要であるとともに、実習
後は時間経過を待たずにプロセスレコードを活用した授業を展開したほうがより具体
的かつ詳細な記載が可能になると言えるだろう。
今回、「認知症の理解」の科目においてプロセスレコードを活用した授業を展開し
た理由として、年齢格差や生活背景の違いによるコミュニケーションの困難さに着眼
したためである。たとえば高齢者には、若者の知らない歴史的背景を生きてきた個々
の価値観がある。さらに認知症を患った場合は、認知機能障害による意思疎通の難し
さからコミュニケーションの取り方に学生は戸惑うことが多い。また、小児の場合は、
成人には見られない成長過程として特徴的な心理と行動を持ち、また言語能力の発達
過程にある対象であることから、小児にかかわる職業人は、教育的な役割を担う責務
がある。ぺプロウは、援助者には、対象をあるがままに受け入れる未知の人の役割、
情報提供者としての役割、教育的役割、リーダーシップ的役割、代理人の役割、カウ
ンセラーの役割などを担うことを期待されていると述べている６）。状況を観察し、対
象者を理解することによって場面や対象に必要な支援の必要性がある。
また、それぞれの領域の専門職となるべき学生はこれらの知識を習得し、自己を受
容するとともに客観視し、自ら成長できる資質が必要であると考える。さらに、学生
を指導していく立場にある教員は、対峙する学生観にあった教材開発や活用に取り組
んでいくことが求められていると考える。
Ⅴ 結論
プロセスレコードを活用した授業展開によって、学生は以下の学びを得ていた。
① 学生は、「同場面に遭遇した時の対処理解」、「対象の多面的理解」、「相手の反応
の客観的な理解」、「自分の反応の客観的な理解」、「情報収集の必要性」について
理解できたと考えていた。
② プロセスレコードを記述することによって、学生は自分の行動傾向についての気
東北文教大学・東北文教大学短期大学部紀要 第１号
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づきが得られた。
③ 具体的記述ができた学生の方が、できなかつた学生より対象の多面的理解ができ
たと考えていた（p＜．０５）。
④ 同場面に遭遇した時の対処理解ができた学生の方が、対処理解ができなかったと
答えた学生より、今後プロセスレコードを活用したいと考えていた（p＜．０５）。
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